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(57)【要約】
【課題】主として収容された吸収性物品と異なる、少数
の吸収性物品が包装袋の外観から容易に視認されない吸
収性物品の包装体の提供。
【解決手段】包装体１０に収容された複数の吸収性物品
２０，３０は、第１方向Ｘに並んで配置されている第１
吸収性物品２０と、第１吸収性物品２０とは異なる外観
を有し且つ第１吸収性物品２０よりも少数である第２吸
収性物品３０とを有し、第１方向Ｘにおいて、第２吸収
性物品３０の両側には少なくとも１つの第１吸収性物品
２０が位置し、外観視において、第２吸収性物品３０が
視認されない。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差する第１方向、第２方向及び第３方向を有し、透明または半透明のプラスチ
ックシートから形成された包装袋と、前記包装袋に複数の吸収性物品を収容して構成され
る包装体において、
　前記複数の吸収性物品は、前記第１方向に並んで配置されている第１吸収性物品と、前
記第１吸収性物品とは異なる外観を有し且つ前記第１吸収性物品よりも少数である第２吸
収性物品とを有し、
　前記第１方向において、前記第２吸収性物品の両側には少なくとも１つの前記第１吸収
性物品が位置し、
　外観視において、前記第２吸収性物品が視認されないことを特徴とする包装体。
【請求項２】
　前記第２吸収性物品の外形寸法が、前記第１吸収性物品の外形寸法よりも小さい請求項
１に記載の包装体。
【請求項３】
　前記包装袋は、着色された部分のうちで最も濃い最濃色部分又は前記第２吸収性物品に
着色された色と同系色の同系着色部分から形成されたマスキング部分を有し、前記第２吸
収性物品は前記マスキング部分と重なって位置する請求項１又は２に記載の包装体。
【請求項４】
　前記第１吸収性物品及び前記第２吸収性物品は、前記第２方向に沿う縦方向と前記第３
方向に沿う横方向とを有し、弾性収縮可能であって、非収縮状態において、前記第１吸収
性物品の外形寸法と前記第２吸収性物品の外形寸法とが同等である請求項２に記載の包装
体。
【請求項５】
　前記第１吸収性物品と前記第２吸収性物品とが並んだ状態において、前記第１吸収性物
品は、前記第２方向において前記第２吸収性物品の上端縁から外方へ延出する延出端部を
有し、前記延出端部の前記第２方向における寸法が５～３０ｍｍである、請求項２～４の
いずれかに記載の包装体。
【請求項６】
　前記第２方向において対向する第１面及び第２面と、
　前記第１面側において前記第１方向に並ぶ前記複数の吸収性物品からなる第１物品群と
、前記第２面側において前記第１方向に並ぶ前記複数の吸収性物品からなり前記第１物品
群に積層される第２物品群とを有し、
　前記包装袋は、着色された着色部分と、少なくとも前記第２面に位置する着色されてい
ない非着色部分とを有し、
　前記第２吸収性物品は、前記第１物品群の中に配置される請求項１～５のいずれかに記
載の包装体。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、使い捨ておむつや使い捨てナプキン等の吸収性物品の包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使い捨ておむつ及び生理用ナプキンなどの吸収性物品を、プラスチックシートか
ら成る包装袋に収容してなる包装体は、公知である。例えば、特許文献１には、チューブ
状フィルムから形成されている包装袋に複数の吸収性物品を収容した、略直方体状の包装
体を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】



(3) JP 3206247 U 2016.9.8

10

20

30

40

50

【特許文献１】特開２０１１－８４３１０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の包装体において、包装袋は、透明又は半透明のプラスチックシートから形成され
ており、外観における意匠性を向上させるために、部分的にデザインや商品名などが印刷
によって着色されている。かかる包装袋においては、包装袋の印刷されていない非着色部
分又は薄い色の印刷が施されている着色部分を通して、収容されている吸収性物品が、外
観視において視認可能であることがある。
【０００５】
　したがって、例えば、包装体内において、他の吸収性物品（第１吸収性物品）と異なる
外観を有する吸収性物品（第２吸収性物品）を収容した場合には、非着色部分から第２吸
収性物品が視認（透視）されてしまう。かかる場合において、第２吸収性物品が包装体に
含まれているか否かわからないことを購買意欲を向上させる販売効果（第２吸収性物品が
入っている包装体を、いわば、「当たり」とする）として使用するときには、非着色部分
を介して第２吸収性物品を容易に視認することができ、その目的を達成することができな
い。一方、かかる事態を避けるために、包装袋全体に印刷をして着色を施した場合には、
製造コストが増加する。
【０００６】
　本考案は、従来の吸収性物品の包装体の改良であって、主として収容された吸収性物品
と異なる、少数の吸収性物品が包装袋の外観から容易に視認されない吸収性物品の包装体
の提供を課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案は、互いに交差する第１方向、第２方向及び第３方向を有し、透明または半透明
のプラスチックシートから形成された包装袋と、この包装袋に複数の吸収性物品を収容し
て構成される包装体に関する。
【０００８】
　本考案に係る吸収性物品の包装体においては、前記複数の吸収性物品は、前記第１方向
に並んで配置されている第１吸収性物品と、前記第１吸収性物品とは異なる外観を有し且
つ前記第１吸収性物品よりも少数である第２吸収性物品とを有し、前記第１方向において
、前記第２吸収性物品の両側には少なくとも１つの前記第１吸収性物品が位置し、外観視
において、前記第２吸収性物品が視認されない。
【０００９】
　前記第２吸収性物品の外形寸法が、前記第１吸収性物品の外形寸法よりも小さいことか
ら、包装袋の非着色部分から第２吸収性物品が視認されない。
【００１０】
　包装袋は、着色された部分のうちで最も濃い最濃色部分又は前記第２吸収性物品に着色
された色と同系色の同系着色部分から形成されたマスキング部分を有し、前記第２吸収性
物品は前記マスキング部分と重なって位置することから、第２吸収性物品が、包装袋の外
部から容易に視認されることはない。
【００１１】
　前記第１吸収性物品及び前記第２吸収性物品は、前記第２方向に沿う縦方向と前記第３
方向に沿う横方向とを有し、少なくとも前記横方向へ弾性収縮可能であって、非収縮状態
において、前記第１吸収性物品の外形寸法と前記第２吸収性物品の外形寸法とが同等であ
ることから、包装体にはすべて同サイズの吸収性物品が収容されており、着用者は、身体
のサイズに合った、すべての吸収性物品を使用することができる。
【００１２】
　前記第１吸収性物品と前記第２吸収性物品とが並んだ状態において、前記第１吸収性物
品は、前記第２方向において前記第２吸収性物品の上端縁から外方へ延出する延出端部を
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有し、前記延出端部の前記第２方向における寸法が５～３０ｍｍであるから、包装袋の非
着色部分を介して第２吸収性物品が視認されるのを確実に抑制することができるとともに
、第２吸収性物品を第１吸収性物品と同等の外形寸法を有することができる。
【００１３】
　前記第２方向において対向する第１面及び第２面と、前記第１面側において前記第１方
向に並ぶ前記複数の吸収性物品からなる第１物品群と、前記第２面側において前記第１方
向に並ぶ前記複数の吸収性物品からなり前記第１物品群に積層される第２物品群とを有し
、前記包装袋は、着色された着色部と、少なくとも前記第２面に位置する着色されていな
い非着色部分とを有し、前記第２吸収性物品は、前記第１物品群の中に配置されることか
ら、非着色部分が位置する第２面側から第２吸収性物品が視認されるのを抑制することが
できる。
【考案の効果】
【００１４】
　上記包装体において、第２吸収性物品は、複数の第１吸収性物品の間に挟まれて配置さ
れているので、包装袋のデザインに関わらず、外側から視認されない。したがって、外観
視において、購入者に第２吸収性物品の有無や数を把握されることはなく、包装体は、購
買者の購買意欲を向上させる販促効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　　図面は、本考案の特定の実施の形態を示し、考案の不可欠な構成ばかりでなく、選択
的及び好ましい実施の形態を含む。
【図１】本考案の一実施形態にかかる包装体の斜視図。
【図２】（ａ）包装体の内部に収容された吸収性物品の態様を示す図。（ｂ）包装体の下
面の平面図。
【図３】第１吸収性物品の間に位置する第２吸収性物品の斜視図。
【図４】第１方向において重なる第１吸収性物品と第２吸収性物品との平面図。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　下記の実施の形態は、図１～４に示す吸収性物品の包装体に関し、不可欠な構成ばかり
ではなく、選択的及び好ましい構成を含む。
【００１７】
　図１～３を参照すると、包装体１０は、チューブ状の包装袋１０ａから形成されており
、第１方向Ｘと、第２方向Ｙと、それらに直交する第３方向Ｚとを有する略直方体であっ
て、Ｙ方向において対向する第１面（天面）１１及び第２面（底面）１２と、第１方向Ｘ
において対向する第３面（側面）１３及び第４面（側面）１４と、第３方向Ｚにおいて対
向する第５面（正面）１５及び第６面（背面）１６とを有する。本明細書において、第１
方向は、横方向又は幅方向、第２方向は上下方向、第３方向は、前後方向ともいう。
【００１８】
　包装体１０は、透明又は半透明プラスチック製の包装袋１０ａから形成されており、包
装袋１０ａは、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の比較的に柔軟
な素材を材料とした、質量４０～５０ｇ／ｍ２の可撓性プラスチックフィルムから形成さ
れる。包装袋１０ａは、Ｙ方向に開口部を有する筒状の可撓性プラスチックフィルムの端
部を互いに重ね合わせた状態で山折りにして、該開口部をヒートシール加工によって封止
したガゼット袋状を呈しており、第１及び第２面１１，１２には、ヒートシール加工によ
って形成されたそれらの面から突出する封止部８，９がＸ方向へ延びている。第１面１１
の封止部８には、第１方向へ延びる開口からなる手持ち部８ａが形成されている。また、
包装体１０の第３面１３の第３方向Ｚの中央部には、第２方向Ｙへ延びる、包装体１０の
開封手段であるミシン目からなる開封ライン７が形成されている。本実施形態の技術的効
果を奏する限りにおいて、包装袋１０ａは、ガゼット袋状でなくてもよいし、開封ライン
７は、包装体１０の他の面又は複数の面に形成されていてもよい。また、包装袋１０ａは
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可撓性を有するプラスチックシート製であるから、包装体１０の各面１１－１６は、水平
な面だけではなく、その一部凹凸を有する面を含むことがある。
【００１９】
　包装袋１０ａは、印刷によって着色された着色部分１８と、着色されていない非着色部
分１９とを有する。包装袋１０ａは、意匠性を高めるために全体として印刷による着色部
分１８が多く含まれており、非着色部分１９の割合は小さくなっている。本実施形態にお
いては、第２面１２全体と、第１，３，４面１１，１３，１４の一部に非着色部分１９が
位置している。これらの非着色部分１９は、意図的又は意図せずに形成されるものであっ
て、包装袋１０ａの製造工程上、印刷加工を施すことができない部分にのみ形成されるこ
ともある。包装袋１０ａの着色部分１８には、有彩色の着色が施されているとともに、キ
ャラクター、装飾模様、キャッチフレーズ、商標等の各種の意匠要素が配されている。
【００２０】
　図２（ａ）を参照すると、包装体１０内には、複数の吸収性物品２０，３０がそれぞれ
２つ折りにされ（パンツ型おむつの場合には、そのままの状態で）、第１方向Ｘへ整列さ
れた状態で収容されており、集合体を形成している。具体的には、集合体は、吸収性物品
２０，３０を第２方向Ｙに積層して構成された、第１面１１側に位置する第１物品群４１
と、第２面１２側に位置する第２物品群４２とを有する。第１及び第２物品群４１，４２
において、吸収性物品２０，３０は、第１方向Ｘへ整列して収容されている。集合体は、
第２方向Ｙへ積層された２段構造のほかに、２段以上の複数段から構成されていてよいし
、各物品群４１，４２に含まれる吸収性物品は、少なくとも、第２吸収性物品３０と第１
方向Ｘにおいて両側に位置する第１吸収性物品２０とによる３つ以上であればよい。
【００２１】
　図２～図４を参照すると、吸収性物品２０，３０は、集合体を主として構成する第１吸
収性物品２０と、第１吸収性物品２０と比較して少数の第２吸収性物品３０とを有する。
第１及び第２吸収性物品２０，３０は、それぞれ、前ウエスト域２１，３１、後ウエスト
域２２，３２、前後ウエスト域間に位置するクロッチ域２３，３３を有するおむつ本体２
４，３４と、おむつ本体２４，３４内においてクロッチ域２３，３３から前後ウエスト域
２１，２２，３１，３２へ延びる吸収体２５，３５とを含む。本実施形態において、第１
及び第２吸収性物品２０，３０は、前後ウエスト域２１，２２，３１，３２の両側縁部が
予め連結された、いわゆる、パンツ型（プルオンタイプ）のおむつであって、包装体１０
内において、ウエスト開口縁部が下方へ（第２面１２側へ）向くように配置されており、
第１物品群４１に属する吸収性物品２０，３０のウエスト開口縁部と第２物品群４２に属
する吸収性物品２０，３０のクロッチ域とが第２方向Ｙにおいて互いに対向して（当接し
て）位置している。
【００２２】
　第１及び第２吸収性物品２０，３０は、それぞれ、前後ウエスト域２１，２２，３１，
３２において横方向（包装体１０の第３方向Ｚ）へ延びる第１弾性体（ウエスト弾性体）
２６，３６と、クロッチ域２３，３３において縦方向（包装体１０の第２方向Ｙ）へ延び
る第２弾性体２７，３７（レッグ弾性体）とを有する。包装体１０の包装された状態にお
いて、第１及び第２弾性体２６，２７，３６，３７は収縮された状態にあり、第１及び第
２吸収性物品２０，３０の外面には、これらの弾性体の収縮作用によって複数のギャザー
が形成されている。
【００２３】
　なお、図２（ａ）において、吸収性物品２０，３０が包装体１０内に収容された状態を
示しているが、これらの図は、説明のために、包装体１０内を模式的に表すものであって
、実際には、吸収性物品２０，３０は、包装体１０内にその重なる方向へ圧縮された状態
で収容されているので、包装体１０内にはほとんど隙間が形成されていないものと理解さ
れたい。
【００２４】
　第１吸収性物品２０は、その外面に装飾要素が施されていないのに対し、第２吸収性物
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品３０は、外面全体が着色されている。第２吸収性物品３０には、その外面全体に着色が
施されていることによって、外観上、第１吸収性物品と容易に識別可能であって、また、
購入者の購買意欲を向上させることができる。包装体１０内において、第２吸収性物品３
０は、含まれていないか又は含まれていたとしても、第１吸収性物品２０と比較して低い
割合でランダムに含まれている。具体的には、第２吸収性物品３０の収容数の割合は、第
１吸収性物品２０の収容数に対して０～２０％である。したがって、包装体１０のすべて
に第２吸収性物品３０が含まれているわけではなく、第２吸収性物品３０が含まれていな
いこともあるし、第２吸収性物品３０が複数含まれていることもある。図示例では、第１
及び第２物品群４１，４２のそれぞれに、第２吸収性物品３０が１つずつ配置されている
。各第２吸収性物品３０の外面には、印刷による同一の着色模様が付されていてもよいし
、異なる着色模様によって互いに異なる外観を有していてもよい。第２吸収性物品３０が
、それぞれ、異なる外観を有する場合には、くじ的要素をより向上させることができる。
【００２５】
　このように、第２吸収性物品３０が包装体１０に収容されているか、又は、収容されて
いても第１吸収性物品２０に比べて極く少数であることから、第２吸収性物品３０が含ま
れている包装体１０又は第２吸収性物品３０自体を「当たり」と称して、包装袋１０ａや
複数の包装体１０が並べられた小売店等の陳列棚の広告販売用ツール（チラシ、看板）に
告知することによって、販促効果を奏し、購入者の購買意欲を向上させることができる。
ただし、包装袋１０ａは、透視可能な肉薄のプラスチックシートから形成されていること
から、購入前に、購入者が包装体１０の内部に含まれている第２吸収性物品３０を視認（
又は透視）することができる場合には、クジ的要素が無くなって、販促効果が減退するお
それがある。一方、かかる事態を避けるために、包装袋１０ａの着色部分１８を濃く着色
する場合には、インク量を増やすことになるので製造コストが増えるおそれがあり、また
、透視を防止するために包装袋１０ａを肉厚のプラスチックシートから形成した場合には
、開封するときに、開封ライン７に沿って破断し難くなるおそれがある。
【００２６】
　再び、図３を参照すると、第１及び第２物品群４１，４２において、第２吸収性物品３
０の第１方向Ｘの両側には少なくとも１つの第１吸収性物品２０が位置している。また、
第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品２０の外形寸法よりも小さくなっている
。したがって、第２吸収性物品３０は、第１方向Ｘにおいて第２吸収性物品２０に囲まれ
た態様となることから、購入者が包装袋１０ａの非着色部分１９を介して内部を視たとき
に、その外観が視認されることはない。ここで、「包装袋１０ａの内部に収容された吸収
性物品２０，３０が外観において視認されない」とは、包装体が販売されている小売店や
ドラッグストア等の室内において照明として通常使用されている光源、例えば、白色ＬＥ
Ｄライトや昼光色蛍光灯等の下、購入者が包装体１０を手に取って視認する程度の離間距
離（例えば、約１０～３０ｃｍ）において吸収性物品２０，３０が透視されないことを意
味する。
【００２７】
　具体的には、包装形態において、第１吸収性物品２０は、第２方向Ｙにおいて第２吸収
性物品３０の上端縁３０ａ（クロッチ域３３の下端）から外方へ延出する第１延出部分（
延出部分）６１と、第３方向Ｚにおいて第２吸収性物品３０の側縁から外方へ延出する第
２延出部分６２とを有する。第１吸収性物品２０の第２方向Ｙの寸法（縦方向の寸法）Ｌ
１が１５０～２５０ｍｍ、第３方向Ｚの寸法（横方向の寸法）Ｗ１が１００～２５０ｍｍ
である場合において、第１延出部分６１の第２方向Ｙの寸法Ｗ２と第２延出部分６２の第
３方向Ｚの寸法Ｗ３とは、５～３０ｍｍであることが好ましい。第１延出部分６１の寸法
Ｗ２と第２延出部分６２の寸法Ｗ３とが５ｍｍ以下の場合には、非着色部分１９から第２
吸収性物品３０が視認されるおそれがあり、一方、第１延出部分６１の寸法Ｗ２と第２延
出部分６２の寸法Ｗ３とが３０ｍｍを超える場合には、第１吸収性物品２０と第２吸収性
物品３０との間に比較的に大きな段差が形成されるので、例えば、包装体１０を積層して
搬送するときに、その形状が大きく崩れてしまうおそれがある。
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【００２８】
　また、第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品２０の外形寸法と同じであって
、第２吸収性物品３０が包装袋１０ａの着色部分１８のうちで最も濃く着色された最濃色
部分及び／又は、第２吸収性物品３０の外面に着色された色と同系色からなる同系色部分
からなるマスキング部分１８Ａ，１８Ｂと重なる位置に第２吸収性物品３０を配置するこ
とによって、第２吸収性物品３０が透視されるのを抑制することもできる。包装袋１０ａ
全体を濃く着色する場合にはインク量が増加して製造コストが負担となるが、一部のみ濃
く着色又は第２吸収性物品３０と同系色に着色してマスキング部分１８Ａ，１８Ｂと重な
る位置に第２吸収性物品３０を配置することよって、使用するインク量を抑えて、第２吸
収性物品３０の透視を抑制することができる。したがって、包装体１０内において、第２
吸収性物品３０の両側（第１方向Ｘの両側）に少なくとも１つの第１吸収性物品２０が位
置し（第１要件）、かつ、第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品２０の外形寸
法よりも小さいこと、又は、第２吸収性物品３０が包装袋１０ａのうちのマスキング部分
１８Ａ，１８Ｂと重なって位置すること（第２要件）によって、第２吸収性物品３０が包
装体１０の外観において視認するのを抑制することができる。図示例では、第１及び第２
物品群４１，４２に配置された第２吸収性物品３０と重なるように、動物（ペンギン）の
形をした他の着色部分よりも濃色のマスキング部分１８Ａ，１８Ｂが配置されている。な
お、マスキング部分１８Ａ，１８Ｂは、第２吸収性物品３０の外面と同系色かつ包装体に
おいて最も濃い部分であることによって、よりマスキング効果を発揮しうる。
【００２９】
　ここで、第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品２０の外形寸法よりも小さい
とは、第２吸収性物品３０の第２及び第３方向Ｙ，Ｚにおける寸法のいずれか一方の寸法
が第１吸収性物品２０のそれよりも小さいことを意味する。したがって、第１吸収性物品
３０は、第１及び第２延出部分６１，６２のうちの少なくとも一方を有していればよい。
また、マスキング部分１８Ａ，１８Ｂを構成する同系色部分の「同系色」とは、色相環で
近い色にある色のことを指し、明度差が小さい場合には色相差があっても視覚的には同色
に視認されるため、明度差も考慮に入れて同系色かどうかを判断する。既述のとおり、包
装体１０において第２吸収性物品３０が視認されないようにするためには、第１及び第２
要件を満たすことが必要であるが、第２要件を重畳的に備えることがより効果的であって
、すなわち、第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品の外形寸法よりも小さく、
かつ、第２吸収性物品３０がマスキング部分１８Ａ，１８Ｂと重なって位置することがよ
り好ましい。
【００３０】
　また、第２吸収性物品３０は、その包装形態において、全体的に非着色部分１９から形
成されている第２面１２側に位置する第２物品群４２ではなく、第１面１１側に位置する
第１物品群４１に配置することが好ましい。第２吸収性物品３０が第２物品群４２に位置
する場合には、その一部が非着色部分１９と当接して外部に透視され易くなるところ、第
１物品群４１に位置させることによって、第２面１２に位置する非着色部分１９に触れる
のを防止することができる。また、第１物品群４１において、第２吸収性物品３０は、第
１方向Ｘの両側、すなわち、第３及び第４面１３，１４側ではなく、第１方向Ｘの中央側
に位置することが好ましい。包装袋１０ａは、第３及び第４面１３，１４の一部及び第１
面１１のそれらに対向する部分に非着色部分１９を有していることから、第２吸収性物品
３０を中央側に配置することによって、非着色部分１９に当接して透視されるのを抑制す
ることができる。なお、第２吸収性物品３０が第３及び第４面１３，１４に当接して透視
されない限りにおいて、第３及び第４面１３，１４と第２吸収性物品３０との間に少なく
とも１つの第１吸収性物品２０が配置されていればよい。
【００３１】
　包装体１０の包装状態において、第２吸収性物品３０の外形寸法が第１吸収性物品２０
の外形寸法よりも小さくするためには、第２吸収性物品３０として第１吸収性物品２０よ
りも小さなサイズを用いることのほかに、同サイズの場合、第２吸収性物品３０の第１方
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向Ｘ及び／又は第２方向Ｙにおける端部（ウエスト開口端部及び／又は両側縁部）を内側
に折り曲げて収容させることによって、これらの寸法差を形成してもよい。さらに、第１
及び第２吸収性物品３０，４０が同サイズ（同形同大）の場合には、第２吸収性物品４０
の一部を内側へ折り曲げなくても、その製造工程における、それらを包装体１０に収容す
るタイミングを操作することによって、かかる寸法差を生じさせることができる。
【００３２】
　第１及び第２吸収性物品２０，３０は、高速の連続生産工程において製造され、製造工
程においては、第１及び第２弾性体２６，２７，３６，３７は、伸長された状態でおむつ
本体２４，３４に取り付けられる。次に、第１吸収性物品２０のみからなる集合体を両側
から挟むように圧縮した状態で２段に積み重ねてチューブ状の包装袋１０ａ内に収容して
、第１及び第２面１１，１２に位置するシール部をシールして包装体１０を形成する。さ
らに、第１面１１側の封止部８を開封して（又は、予め第１面１１はシールせずに開放さ
せておいて）、第１面１１側の開口から、包装体１０内において圧縮された状態にある第
１物品群４１に属する第１吸収性物品２０の間に、製造してから比較的に長時間放置（少
なくとも５時間以上放置）されていた、第２吸収性物品３０を挿し込むようにして配置す
る。第１吸収性物品２０は、圧縮された状態で収容されていることから、第１及び第２弾
性体２６，２７がまだ完全に収縮されていない状態で収容されているのに対し、比較的に
長時間放置されていた第２吸収性物品３０は、第１及び第２弾性体３６，３７が完全に収
縮した状態にあることから、第１吸収性物品２０に比べて外面に複数のギャザーが形成さ
れて、その外形寸法が小さくなっている。
【００３３】
　このように、包装体１０に収容するタイミングを変えることによって、すなわち、包装
体１０の製造工程における作業者が、第２吸収性物品３０を第１吸収性物品２０の集合体
に挿し込むように配置することによって、第１吸収性物品２０と第２吸収性物品３０とが
同形同大の大きさに製造されたものであっても、製造された直後に非収縮状態のまま圧縮
収容された第１吸収性物品２０に比べて、比較的長時間放置されて完全に収縮された状態
にある第２吸収性物品３０の外形寸法を小さくすることができる。このとき、作業者が第
２吸収性物品３０を挿し込むときに、その外形寸法が第１吸収性物品２０よりも小さくな
るように押し込むようにして挿入することが好ましい。包装体１０には第１吸収性物品２
０のサイズ（例えば、Ｍサイズ）が表記されており、第１及び第２吸収性物品２０,３０
が同サイズの場合には、購入者が第２吸収性物品３０についても通常通り使用することが
できる。
【００３４】
　また、例えば、包装体１０の製造時に、第１物品群４１と第２物品群４２とが同数の第
１吸収性物品２０から構成されている場合において、作業者が包装袋１０ａの第１面１１
に位置する封止部８を開封して、第１物品群４１にのみ第２吸収性物品３０を挿し入れる
ときには、第１物品群４１において第１方向Ｘに並ぶ吸収性物品２０，３０の数が、（挿
し入れた第２吸収性物品３０の数だけ）第２物品群４２よりも多くなる。それによって、
第２吸収性物品３０を含む第１物品群４１では、第１方向Ｘにおいて、第２物品群４２に
比べてより圧縮された状態となるので、第１吸収性物品２０の間に挟まれた第２吸収性物
品３０がより外部から透視され難くなる。
【００３５】
　本明細書において、本考案の吸収性物品として使い捨てのパンツ型おむつを用いて説明
したが、使い捨ての開放型おむつ、使い捨ての生理用ナプキン、生理用タンポン等の各種
公知の吸収性物品であってもよい。また、本考案に係る包装体を構成する部材には、特に
明記されている限りにおいて、本明細書に記載されている材料のほかに、この種の分野に
おいて通常用いられている公知の材料を制限なく用いることができる。また、本明細書に
おいて使用されている、「第１」「第２」等の用語は、同種の要素、位置等を単に区別す
るために用いてある。
【符号の説明】
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【００３６】
　１０　包装体
　１０ａ　包装袋
　１１　第１面
　１２　第２面
　１８　着色部分
　１８Ａ，１８Ｂ　マスキング部分
　１９　非着色部分
　２０　第１吸収性物品
　３０　第２吸収性物品
　３０ａ　第２吸収性物品の上端縁
　４１　第１物品群
　４２　第２物品群
　６１　延出端部（第１延出端部）
　６２　延出端部（第２延出端部）
　Ｘ　第１方向
　Ｙ　第２方向
　Ｚ　第３方向

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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